
地理歴史部会

研究主題 社会の変化に自ら対応する力をはぐくむ評価と指導の在り方

1研 究の進め方

平成10年 の教育課程審議会の答 申では、高等学校地理歴史科の改善の具体的事項として、各科 目の特質

を生か した内容の厳選や主題学習による内容の工夫を指摘している.そ の答申を踏まえ、現行の高等学校

学習指導要領では次の点を改訂の要点 としている。

① 地理 ・歴史の相互の関連に配慮 しながら、国際社会に主体的に生きる資質を培 う、

② 学び方を学ぶ学習や課題解決的な学習を充実し、問題解決的な能力の育成を図る.

また、平成12年 の教育課程審議会の 「児童 ・生徒の学習と教育課程の実施状況評価の在 り方(答 申)Jで

は、指導と評価の一体化を図る視点に立った評価 と指導の改善を求めている。

これ らを踏まえて今年度の本部会では、変化の激 しい現代社会の課題 に対 して、多面的 ・多角的にとら

え、 自ら考え、主体的に解決する態度 と力を育成するとともに、評価結果 を踏まえた指導方法の改善を目

指 した.生 徒にとって身近な題材 を取 り上げて、世界史、 日本史、地理の各科 目の特質を生か しつつ、相

互の関連に配慮 して2つ の指導展開例を作成す ることとした、その際、作業的、体験的な学習を中心とし

て、生徒 自らが主体的に学習活動に取 り組むとともに、授業の評価規準として 「関心 ・意欲 ・態度」、「思

考 ・判断」、「技能 ・表現」、「知識 ・理解」の四観点を明確にする指導展開例 とした。また、評価を学習や

指導の改善に役立たせる視点から、生徒による授業評価も生かして、評価結果を踏まえた指導方法の検討

及び考察を行った。

具体的な指導展開例は、水産業の発達カミ人間生活に与えた変化を認識 し、それに伴 う課題を解決する親

点か ら 「水産業を通 してみる日本と世界の一体化」 と、目常生活に不可欠な紙の歴史 と現状を学び、紙の

生産 ・消費の現代社会への影響を考察す る観点から 「紙を通 してみる資源問題」である。両展開例 とも、

① ワークシー トなどを活用 した主体的な学習、②資史料の解読や白地図の作業などの体験的な学習、③発

問に対する回答や発言などの思考的な学習、④ 自己評価票への記入と分析など、学習活動 とそれに対応す

る評価を行っている.

さらに評価結果を踏まえた指導方法では、「努力を要する状祝になった ときの手だて」、「発展的な学習へ

の手だて」を検討し、指導の改善を図った。 「水産業を通 してみる 日本 と世界の一体化」ではワークシー ト

や 自己評価から基礎 ・基本の再確認を行い、個別指導を行った。また、発展的な学習 として、個別のテー

マを提示 し更に学習内容を漂 めた,「紙を通 してみる資源問題」では自己評価により目標に到達していない

生徒には、新たなワークシー トを与え個別指導を行った、また、発展的な学習として生徒の考察 ・意見を

集約 したプ リン トを作成 し、意見交換 を行 うことで学習効果を高めた。

1水 産 業 を通 してみ る 日本 と世 界 の 一体 化

魚類や鯨などの水産物は、常に人々に恵みを与え続けてきた。人々は、こうした水産物を獲得す るため

に、沿岸海域か ら沿海、更には遠洋へと次第に行動範囲を拡げてきた。また、それに伴って各国の食生活

や社会に大 きな変化をもたらしてきた。今 日では、様々な水産物が世界各国の漁揚より消費地に向けて地

球的規模で流通 してお り、世界有数の水産物消費国である日本は、こ うした水産物を限 りある資源 として

守ってい く責任を担っている。そこで、水産物の獲得や流通の変遷 と、それに伴 う社会の変化 を歴史的な

視野か ら考察することによって、一体化 していく国際社会の変化に対応できる力を身に付けることができ

るよう本教材を取 り上げた。

2紙 を通 して み る資源 問題

人類の文朋を記録 し生活を支えてきた紙は、今 日、私達の生活に不可欠なものであ り、生徒 も興味 ・関

心を持っ題材 と言える。かって、紙は貴重なもの として扱われ再生利用まで されていたが、現在は大量生

産 ・大量消費 されるようになった。紙の生産と消費を地理的 ・歴史的視点から学習し、社会の変化により

派生 した紙 に関す る資源問題 を考察する。その上で紙の利用を通 して、自らのライフスタイルの見直 しと

今 日的課題である資源闇題を考えることによつて、変化の激 しい現代社会に対応できる力を身に付けるこ

とができるよう本教材を取 り上げた。
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皿 第1分 科会r水 産物 を通 してみ る日本 と世界の一体化 」

1目 標

人々は、魚類や鯨などの水産物を獲得するために、沿岸海城か ら、沿海、遠洋へとしだいに行動範囲を

拡げ、それに伴い各国の食生活や社会は、大きな変化 をとげてきた、本授業では、こうした水産物の獲得

や流通の変遜 と社会の変化を歴史的な視野か ら考察し、一体化 していく社会の変化に対応 できるカを身に

付けることを目標 とする。

2評 価規準

ア 社金曲`象 への面心・量歌一幽崖 イ 社像的な尋考 ・糊断 ウ 資鱈活用の技能 ・轟現 エtt盒 的亭豊についての知魔 ・理堺

・それ ぞれの時代 におけ ・水産物の獲得と流通が社会に ・資料 な どか らグ ・白本 と外 国にお ける近

る水産物 と社会 との関 与 えた影響を推測 し、正 しく ラフ化や地図化 代までの水産物の獲得

わ りに関 心 を も と うと 判断 している。 を している。 の状況 を理解 してい

してい る。 ・戦争が水産物の獲得 と流通に ・資史料を読み取
る 。

・発 問に対 して意欲的に 与 えた影響について考察 して り、自分の意見 ・現在の水産物の獲得や

答 え ようとしている。 い る。 をま とめ て い 流通は地球的規模で行
・ワー ク シ ー トへ 学 習 事 ・水産物の獲得や流通をめぐる る 。 われ、水産物の国際管

項 を積極的に記 入 して 国際化の動きを増察している。 ・調査内容 と資料 理が進む中、 日本では

い る. ・これからの水産物獲得や流通 を組み合わせて 漁獲か ら輸入へ転換 し
・自己評価票に積極的に の在 り方について考察 してい まとめてい る. ていることを理解 して

記入 しよ うとしている。 る 。 い る.

な お 、 上 記 の 評 価 規 準 につ いて は 、fア 冨関 、イ 昌思 、 ウ=費 、エ=知 」 と して 、3指 導 と評 価 の 計 画(1)(2}に は 略 記 した 。

3指 導 と評価の計画

(1)学 習活動の各科 目における位置付 け

学 習 活 動 評 価 規 準 各教科における位置付け

・ノルマ ン人、バ スクの人 々の活 知 ・遠洋航海 とタラ漁の関係を 世界史B:(3>諸 地域世界の交流

動 とタラ漁を結び付けて理解す 理解 してい る。 と再縞 のイ.ヨ ー ロ ッパ世 界の

る 。 形成と変動
・キ リス ト教の食 物に対す る制 限 知 ・宗教主導で新たなモノへの 世界史A;(2)一 体化す る世界の

とタラ漁 との関係を理解する。 需要が生まれたことを理解 ア.大 航海時代の世界
・ニ ュー フ ァン ドラン ド沿岸 での して い る。 世界史Bl(4)諸 地城世界の結合

1 タラ漁 と北米における勢力争い 思 ・資史料 に基づ き、各国 の植 と変容 のイ。 ヨー ロ ッパ の拡大

との関係 を考察する。 民地争奪とタラ漁の関係を と大西洋世界

考察 してい る。 世界史A:(2)一 体化す る世界の

・ニ ューイ ングラ ン ド植 民地 の発 思 ・資史料 に藷づ き、ニューイ ウ.ヨ ー ロ ッパ ・ア メ リカ の諸

展の過程 とタラ漁業の関係を考 ング ラン ド植民地 の発展 、 革命

察す る。 大西洋 三角貿易 、アメ リカ 世界史B=④ 諸地域世界の結合

独立戦争 とタラ漁の関係を と変 容 の ウ.ヨ ー ロ ッパ ・ア メ

考察 してい る. リカの変革 と国民形成
・ア メ リカの捕鯨 業 と日本 への開 知 ・アメ リカに とづての捕鯨業 日本史A;(1)歴 史 と生活のア.

国要求 との関係 を理解す る. の重要性 と日本の開国の必 衣食住の変化及びエ,産 業技術

要性 を理解 している、 の発達と生活

・江戸幕末期の 日本の水産業につ 知 ・江戸時代までは沿岸漁業が 日本史B=(1)歴 史の考察のイ.

い て理解 す る。 中心であったことを理解 し 歴史の追究(ア)日本人の生活と信

て い る。 仰
・沿岸漁業から遠洋漁業へ と変化 思 ・漁業 の近代化 と技術 の革 日本史B:(5)近 代 日本 の形成 と

してい く過程を考察す る。 新、 日本 の版図の拡大 によ ア ジアの ウ.近 代産業 の発 展 と

り、沖合漁 業か らさらに遠 近代文化
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2 洋漁業へと発展していく過 日本史B;⑤ 近代 日本の形成 と

程 を考察 している。 アジアのイ.国 際関係 の推移 と
・戦争の長期化が水産業や国民に 思 ・戦争の長期化の影響から水 立憲国家の展開

与えた影響について考察する。 産業や国民の生活が統制 さ 日本史A:(3)近 代 日本 の歩 み と

れていく過程を考察 してい 国際関係のイ.近 代産業の発展

る, と国民生活

日本史B:(6)両 世界 大戦期 の 日

本 と世界の ウ.第 二次世界大戦

と日本
・日本の魚食と水産業の動向の変 知 ・日本人が普段食べる水産物 地 理A:(1)現 代世 界 の特 色 と

化 を理解する。 の変化 と艮本の水産業の動 地理的技能のエ,身 近な地域の

向とのつながりを理解 して 国際化の進展
い る。

3 ・日本で行われているサケやマ グ 知 ・日本の水産業と水産物輸入 地 理A=(1)現 代世 界 の特 色 と

ロ漁業 と輸入の現状 を理解す の状況を理解 している。 地理的技能のイ、結び付 く現代

る 。 世界
・水産物獲得や流通の国際化が進 思 ・水産物をめぐる日本の状況 地理B=(3)現 代世界の諸課題

む中で、水産物をめぐる日本の の変化 と今後の在 り方につ の地理 的考察 の カ.人 口、食 料

国際協調の在 り方を考察する。 いて考察 している。 問題の地域性

(2)指 導 と評価 の展 開

学 習 活 動 評 価 規 準 評 価 方 法
・スーパーの ちら しに載 ってい る 関 ・スーパーで売 られて いる水産 物ボ外国 ・資料整理の作業 の

導 水産物名と生産国名のまとめか から広範囲に輸入 しているものである 確認

ら、世界各地か ら水産物を輸入 こ とに関心を示 している.

入 してい ることに関心を もつ。
・タラの干物 な どを見てタラにつ 関 ・タラについて関心を もち、タラ押 どの

いて関心 をもっ, よ うな魚か理解 している。
・地図帳や白地図を活用して北 ヨ 資 ・地図を適切に使用し、白地図での作業 ・白地図作業の規察
一ロッパ周辺の海城を確認 しそ を適切に行ってい る。

の地理的特性を考える、 思 ・良好 な漁場の理由 を考 察 してい る。 ・発問で確認

・資史料 よ りノルマ ン人の漁業 、 知 ・資史料の読み取りと白地図作業を適切 ・白地図作業の観察

交易の様子を理解する。移動経 に行 い、ノルマン人の タラ漁の様子 を

路の地図からタラとの関係を考 理解 してい る,

察す る。 思 ・遠洋航海は干タラが糧食だったことを ・ワー ク シー トの 内

考察 してい る、 容の分析

展 ・キ リス ト教 の食 物 に対す る制 知 ・キ リス ト教の宗教行 事に関心 をもち、 ・ワー ク シ ー トの 内

限、タラ需要増加の理由を理解 タラ需要増加の理由を理解 している。 容の分析

す る。 1

・バスクの人々が北海及び北米沿 知 ・バス クの人 々が ノルマ ン人 より遠洋海

岸でタラ漁をしていたことを理 可能な船の建造法を学んだ ことを理解

解 し、タラが長距離輸送可能 と して い る。

なった理由を考察する。 思 ・塩漬タラ製造の過程を資史料か ら読み ・発問に対す る生徒

取 り、塩潰 とい う保存方法 の考案 で、 の発言の確認認

長距離輸送 が可能 とな り、 ヨー ロッパ

の需要に応 じていたことを考察 してい

る 。

・資史料 と白地図作業よ りニュー 資 ・ジ ョン=カ ポ ッ トの航 海につ い ての報 ・ワー ク シ ー トの 内

ファン ドラン ド周辺漁場の当時 告を読み、北アメ リカ沿岸の状況を読 容の分析

の位置付けを考察する、 み取 ってい る。

開 資 ・新航路や各国の北アメ リカ植民地を白 ・白地図作業 の確認。
地図に記入 してい る。

思 ・資史料からイギ リス、フランスに とっ ・発 問に対す る生徒

' てのニュー ファン ドラン ドの位置付 け の発言の確認
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展

開

・資史料 に よ り、ニ ューイ ングラ

ン ド沿岸 の漁業 を理解す る。

・資史料により、大西洋三角貿易

におけるタラの果た した役割を

考察す る。

・アメ リカ独立戦争に至る道筋を

を考察する。

・アメ リカの捕鯨業 と日本への開

国要求 との関係 を理解する。

・江戸時代の 日本の水産業にっい

て理解する。

・明治維新後の 日本の水産業を取

り巻く社会の変化を理解する。

・明治期後半以降に水産業に大き

な変化 があったことを考察す

る。

・大正期から昭和前期の 日本の水

産業の発展の様子を考察する。

・戦争の長期化が水産業・や国民に

与えた影響について考察する。

・普段食べている魚 とその料理法

に関す るアンケー トに対するグ

ループ分析の結果を見て、 目本

人の魚食にっいて関心をもっ。
・資料から、 日本における魚食の

変化 と水産業 の動向を考察す

る。

・資料 と写真に よ り、マ グロの特

知

資

思

思

関

知

知

知

思

思

思

資

思

関

資

思

資

関

とそれをめぐ り勢力争い となるこ とを

考察 している.
・資史料の読み取 りによ り、当時の大西

洋東 海岸の状況や プ リマ ス植民地の植

民の実態を理解 している。
・資史料よ りニュー イングラン ドの タラ

の輸 出先・や奴隷の食物 は何 かを読み取

ってい る。

・ワー クシー トに三 角貿易 での人 とモ ノ

の移動 を記入 し、ニュー イングラン ド

植 民地纂栄 の理 由を考察 している.
・年表に よりイ ギ リス、フランス植 民地

戦争 の結果 を理解 し、イギ リスの重商

主義政策の強化 とアメ リカ独 立の関わ

りについて考察 している、
・アメリカにおいて捕鯨業が生活の様々'

な場面に関与 していたことに関心をも

っている。
・日本の開国がアメリカの捕鯨業にとっ

て重要であったことを理解 している。
・江戸時代は沿岸漁業が中心であるこ

と、また干物や塩物での魚食が中心で

あったことを理解 している。
・缶詰の開発により保存技術が向上 した

こと、それによって輸出が盛んとなり、

さらに兵食 としても活用 されたことを

理解 している。
・ポーツマス条約や 日露漁業協定の締結

による漁業権の拡大と遠洋漁業奨励法

の制定により沖合漁業からさらに遠洋

漁業へと発展 していく過程を考察 して

いる。
・漁法の発達や動力機の導入逼水産業の

発達に大きな影響を与えたことを考察

している。
・鉄道を利用す ることで流通が活発化

し、築地中央卸売市場などが設立され

たことを考察 している。
・「根室女工節」の一節や 「お魚カル タ」

を通 して、水産業の様子を読み取って

いる。
・戦争の長期化の影響から漁獲量が減少

することや、配給制や水産統制令によ

って水産業が大きく変化 していく過程

を考察 している。
・ア ンケー トによ り日本人 の魚食 の変化

の実態に関心 を もっている。
・ア ンケー ト分析 の的確 な発表 を行 って

い る。
・消費者物価指数の指標 に使 用 されてい

る水産物の変遷や 日本 の水産業 の動向

の変化 とのつ なが りを考 えている。

・統計 をグラフ化す る作業 を行 い、グラ

フの変化を適切 に読み取 っている。
・マ グロとマグ ロ漁 業に関心を示 してい

・ワー ク シー トの 内

容 の分析

・ワー ク シー トの 内

容 の分析

・発問に対す る住徒

の発言の確認

・ワー ク シー トの 内

容 の分析

・発問に対す る生徒

の発書の観察

・発問に対す る生徒

の発言の観察

・ワ・一ク シー トの 内

容 の分 析

・ワー クシー トの 内

容 の分析

・ワー ク シー トの 内

容 の分析

・資史料の読解力の

分析

・ワー クシー トの 内

容 の分析

・生徒の発表の観察

`発 問に対す る生徒

の発言の観察

・生徒の作業の観察

・生徒の発言の観察
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徴とマグロ漁業の方法を理解す る 。

る 弓 知 ・マ グロは回遊魚 であ り、マ グ ロの漁場 ・資料 の読解力の分

が世界中に拡がっていることを理解 し 析
て い る。

・資料 に よ り、 日本 のマ グロ遠洋 知 ・資料から日本のマグロ遠洋漁業や畜養 ・資料の読解力の分

漁 業の様 子 と、マ グロを外国で の様子を理解 している。 析

菩養 し、空輸す る実態を理解す 資 ・白地図に、 日本船 による遠洋漁業 と目 ・生徒の作業の確認

展 る 。 本へ輸出するための蓄養 を行っている

それぞれの海域 と輸入ルー トを書き込

んでい る.

思 ・冷凍技術の発達や内外価格差の結果、 ・発問で確認

輸入の割合が増えていることを考察 し

て い る.

・資料 によ り、ク ロマ グロ漁獲 を 知 ・ク ロマ グロが 急激 に減 少 してい るた ・資料の読解力の分

世界的に禁止する国際的な動き め、その漁獲制限、禁止 をめ ぐって国 析
が あるこ とを理解す る. 際的な問題 となっていることを理解 し

て い る。

・資料 によ り、 日本のサケ漁獲量 資 ・資 料を適切 に読み取ってい る。 ・資料の読解力の分

の変化 と養殖の進展について理 知 ・各国の経済水域が設定されたため日本 析

解す る。 の北洋漁業が縮小 し、サケの漁獲量が ・ワー ク シ ー トの 内

低下したこと、そのため養殖や輸入の 容の分析

割合が増大 していることを理解 してい

る毛
・資料 により、国際海洋法を理解 資 ・資料から国際海洋法の内容を把握 して ・資料読解力の分析

開 し、現代の水産物をめぐる問題 い る。 ・発問で確 認

点を考察する。 思 ・水産業と国際的資源問題、環境問題 と
の関わ りについて、考察 してい る,

・水産物 を求め て、人 々が行動領 思 ・既 習のワー クシー トを分析 し、適切 に ・ワー ク シ ー トの 内

域を拡大 させていった経緯をま ま とめてい る。 容の分析

ま とめ る。

・これ まで学習 した ことを基 に新 思 ・既 習の内容 を整理 し、 カル タのかた ち ・発表内容の分析

と たにお魚カルタを作成 し、発表 にま とめてい る。

す る。
・これ か らの 水産 物

め ・水産物獲得、流通の国際化が進 思 ・日本の水産物獲得、流通を取 り巻 く状 獲得 、流通に対す
む 中で 、水産物 をめぐる日本 の 況の変化 と今後の在 り方について考察 る意見の分析

国際協調の在 り方を考察し、発 して い る.

表す る。

4評 価 結 果 を踏 ま えた 指導 方法 の検 討 及 び その 考 察

評価方法については、①発問に対する生徒の発言内容の観察と分析、②地図及び資史料の読解や ワー ク

シー トへの記入 と授業態度の観察、③ ワークシー トへの翠入内容の分析、④自己評価票の記入の分析、の

4点 からなる。

この評価方法 を実際の授業に取 り入れて検証 した。第1時 限では、魚に対する生徒の興味 ・開心はあま

り 高くなかったが、作業を通 じて世界各国か ら日本に輸入 されていることを理解 し、 しだいに魚に対する

関心が高まった。その上で、現在も日本へ魚を大量に輸出 しているノルウェーでの古代の漁業か ら、時代

の流れ にそって魚が世界の一体化に果た した役割 を理解す るよう、資史料を多く使 って授業 を展開したの

で、生徒の関心は更に高まり、ニューイングラン ドの繁栄に魚が関係 したことの分析では積極的に発言を

していた。資史料の読み取 りに時間がかかる生徒鮮多かったので、さらなる手だての工夫が必要である.

第2時 限では、 日本の漂流民や魚食などの話題 に興味を示 していた生徒は、庶民の生活の変化か ら歴史

を考え始 めた。漁獲量増大の要因ボ日本の版図の拡大だけではなく漁法や漁船の改良にあったことを再確

認 した。 さらに鉄道の敷設や缶詰の製造などによって水産業が大きく変化 したことや、水産物の缶詰が生

糸や綿織物などとともに日本の主な輸出品であうたことを理郷 した。また、戦争の長期化が水産業にも影
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を落 とし、戦時下の食卓の様子には戦争の厳 しさを感 じたようである。

第3時 限では・ 日本は現在・世界一の水産物輸入国であるとい う、これまでの授業で深まった生徒の認

識 と異なる事項を扱 ったため、生徒は当初困惑 していた。 しか し、生徒が行った食生活に関す るアンケー

ト調査結果 と様々な事例をまとめ、理解を深 めていくに したがって、自らの意見をまとめることができた。

生徒にとって身近な素材 を取 り上げることによって・生徒は歴史的な人々の営みや、現代における経済

的な問題などが具体的に見えてくることを学んでいった。 さらに、水産物獲得を目指す人々の活動範囲は

拡大を続け、ついには世界中の漁場より様々な水産物が得 られ、流通 している状況を理解することで世界

の一体化を実感することができた、そして、水産物をめぐる今 日の問題を地球的視野で考察するようにな

った。現在の生徒は水産物を食べ る機会が少な く、あまり興味 ・関心を示 さなかったが、この授業を通 し

て今後の自分たちの食生活を考え直す機会を与えることとなった。

・全体の流れが簡明に理解できる基本のワー

クシー トを与え、個別指導で対応する。

・簡略化 した資史料を示 し、再度考察を促す、

・授業の流れがわかる年表形式のワークシー

トを用意 し、個別指導を交え対応する。

・資史料からの読み取りを促すために個別指

導で対応する。

・日本の水産業に関す るそれぞれの統計の読

み取 リポイン トを示したワークシー トを提

示す る.

・サケやマグロ漁業と輸入の現状を読み取 り

やす くした資料の解説シー トを与 え、考察

を促す。

・他の生徒の意見を集約 した ワークシー トを

提示 し、考察を促す。

・ニシン漁や捕鯨に閲する文献を示し、水産物 と世界

の一体化について考察を促す,

・大西洋三角貿易で同 じく主要商品であった砂糖 ・毛

皮 ・奴隷についての文献を示 し、世界の一体化にっ

いて考察を促す,

・漁業の近代化に伴い.漁 業者同士の対立や漁業者 と

政府 との対立 も考察するよ う促す.

・雑誌 などを参考に して、戦争下での庶民の生活の努

力を調べるよ う促す。

・日本以外の国の水産業の様子について調べるよう促

す。

・シシャモや ウナギなどの他の魚の資料を与え、

の漁業 と輸入の現状をさらに考察を促す。

・熱帯林を守 る取組について調べ、国際社会における

日本の役割にっいて考察を促す。

ワー クシー トを用いることにより、生徒は授業開始時に学習項 目と要点を把握 しやす くな り、考察を深

めやす くなった。 ワークシー トと自己評価票は、授業 ・単元ごとに回収 し、内容を確認 し、評価やコメン

トを書 き加 えて返却 した。その際、ワークシー トの内容や 自己評価から評価規準に達 していないと判断 さ

れ る場合は、教員が個別に対応 し基礎、基本の再確認を行い、指導の充実を図った。また、評価規準に達

していると判断 され る場合には、発展的な学習 として個別に提示 したテーマを学習 した,

皿 第2分 科会 「紙 を通 してみ る資源問題」

1目 標

今や私たちの生活に身近で必要不可欠な紙がどのように住産され、利用されてきたのかを歴史的な視野

から考察する。また、現在、 目本は紙消費大国であり、原料を海外に依存していることからくる問題につ

いて地理的な視野か ら考察す る。そ して紙の リサイクルを通 して現代の大量生産、大量消費、大量廃棄の

ライフスタイルを見直 し、紙とどのよ うにつき合ってい くかを考察することで、変化の激 しい現代社会に

自ら対応す るカを身 に付けることを目標とする。
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2評 価規準

ア 社 塾的畢 象Aの 属ID・ 意鼠'雄 度 イ 社 虫 的 な 思 考 ・判 断 ウ 資 料 活 用 の 披 能 ・ 表 現 工社註 的事象につ いての知灘 ・理解

・身 近 な 紙 が どの よ う ・現 代 の 大 量 生 産 、 ・資 史 料 を正 しく読み 取 ・貴 重 で あ った 紙 が 身

に して生活 に取 り入 大量消費 、大量廃 り 、 ワ ー ク シ ー ト に ま 近な もの にな るまで
れ られ てい ったか興 棄 の ラ イ フ ス タ イ とめて 意 見 交換 や 発 表 の歴史的経緯を理解
味 、 関 心 を もっ て い ル を見 直 し、 これ を行 って い る。 し て い る 。

る 。 か らの社会 の在 り ・地 図 や 統 計 、 画 像 な ど ・紙の消 費量の増加 に
・日本 の木材輸入 国で 方 につ いて考察 し 地域に関する諸資料か 伴 い原料 の輸入 が増
の森 林伐 採の現状 に て い る 。 ら問題 を分 析 し、地 理 加 し、木材 輸出 国で
つ い て 興 味 、 関 心 を 的事象を追究する技能 は森林 の破壊 にっ な
も っ て い る. を 身 に 付 け 、 追 究 した が づ て い る こ とを理

結果 を表現 してい る。 解 して い る。

なお 、 上 記 の評 価 規 準 につ いて は 、 「ア=関 、 イ=思 、 ウ=姿 、エ=知 」 と して 、3

3指 導 と評価の計画

(1)学 習活動の各教科における位置付け

指導 と評価の計画{D(2)に は略記 した。

職 学 習 活 動 評 価 規 準 各科目における位置付け
・紙が人類の文明を支える貴 関 ・漆紙文書を通して紙の重要 日本 史B=② 原始 ・古代 の祉会 ・文

重 な素材 である ことに興 性 に関心 をもっている, 化 と東アジアのイ.古 代国家の形成

味 、関心を もつ. と東アジア
・中国で発明された製紙法が 知 ・白地図等を活用 して初期の 世界史A=(1)諸 地域世界 と交流圏の

1 紙 の道 を通って西アジア、 製紙法や紙の伝播の様子を オ,ユ ー ラシアの交流圏の(イ)遊牧 社
ヨー ロッパへ伝播 した こと 理解 してい る. 会 の膨張 とユ ーラシア

を理解す る。
・ヨー ロッパにおいて近代的 思 ・ル ネサ ンス、宗教改革 にあ 世界史B:(4)諸 地域世界の結合 と変
製紙産業が確立した背景を たる時代背景を踏まえて考 容 のイ,ヨ ー ロッパ の拡 大 と大西 洋

考察す る, 察 してい る. 世界
・身の回 りの紙の種類や用途 関 ・身の回りの紙の種類や用途 地理B:(D現 代世界の系統地理的考

か ら紙の働きに興味、関心 から紙の働きに興味、関心 察のイ,資 源 、産業

を もつ 。 1を もっ て い る.
・資料 か ら日本 が紙の生産 、 思1・ 資料か ら生産 、消費が急増 日本 史B=(7)第 二次世界大戦後 の 日

消費大国になった理由を考 iし た理由 を考察 してい る。 本 と世界のウ.現 代の日本と世界

察 し、その原料が輸入され 資;・資料から白地図作業を行 う 地理A;(D現 代世界の特色と地理的

た地域を調べ、白地図に記 ことで輸入原料の地域分布 技能のイ.結 び付 く現代世界

2 入 す る。 を表現 している。
・日本の木材輸入国における 知 ・日本の木材輸入国における 地理A;(2)地 城性 を踏ま えて と らえ

森林伐採の現状を理解す 森林伐採の現状について理 る現代社会の課題 のイ.地 球的課題

る 。 解 してい る. の地理的考察の(ア)諸地域から見た地

球的課題
・森林伐採が現地の自然破壊 思 ・資料か ら問題点 を判別 し、 地理B:(3)現 代社会の諸課題の地理
にっながる問題になってい 解決策を考察している. 的 考察 のオ.環 塊 、エネ ルギー 問題

るこ とを理解 し、解決策 を の地域性

考 察す る。
・貴重 であった紙 は 日本 では 知 ・記録用としての紙は貴重だ 日本 史B=(1)歴 史の考察のア,歴 史

平安時代から再生利用され ったため、平安時代か ら再 と史料の(ア)史料を読む

て いたこ とを理解す る。 生利用されていたことを理
・江戸時代には リサイクル社 解 してい る。

会が形成 されていたことを 知 ・江戸時代の商品経済の発達 日本 史B:(4)近 世の社会 ・文化 と国

3 理 解す る。 に伴って リサイクル社会が 際関係のイ.産 業経済の発展 と都市

形成されていたことを理解 や村落の文化
して い る。 地理B=(3)現 代世界の諸課題の地理

・現在 の紙 の消費 量、古紙 の 思 ・これからの循環型社会の在 的考 察の オ.環 境 、エ ネル ギー 問題
価格の推移などから循環型 り方について資史料を用い の地城性

社会に向けて今後の日本の て考察 してい る。 世界史B:㈲ 地球世界の形成のオ.

在 り方を考察する。 科学技術の発達と現代文明
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(1)指 導 と評価の展開

時程 学 習 活 動 評 価 規 準 評 価 方 法
・日本 人 の1日 の トイ レ ッ トペ ー 関 ・身近で大切な紙に関心をもって ・発問に対す る生徒の発言

導 樗冠働使用量を推測する。 い る。 の観察
・「漆 紙 支書 」(漆 の付着 に よ り 関 ・「漆紙 文書」が 現存 して い る理 ・発問に対す る生徒の発言

腐 らずに残った文書〉から紙が 由と、紙が再利用 されている理 の観察
入 貴重な ものであったことに関心 由につ いて関心を もって いる、

を もつ 。
・玄　三減が中国にもた らした仏

典は何に記録 されたものであっ
関 ・イ ン ドよ り玄墜が もち帰 った仏

虐 、・直 塾

典が 「貝多羅」(や しの木の葉)

・発問に対する生徒の発言

の観察

たのか考察 し、紙のない時代の に書かれたものであったことに

記録材料について理解する. 関心 をもってい る。

知 ・パ ピル ス、木 簡 ・竹 簡 、羊皮紙 な ・ワー ク シー トの 内容 の確

ど代表的な記録材料が、貴重な 認
考古学的資料 となっていること

さいりん を理解 してい る。
・中国で発明された製紙法(察 倫 知 ・製紙工程図の並び替え作業を通 ・ワー ク シ ー トへ の 取 組 み

に よ る)に つ いて理解 す ると と して初期の製紙法を理解してい の観察

もに、製紙技術が秘密にされた る 。

理由を考察する。 思 ・製紙技術溺秘密にされた理由を ・ワー ク シー トの 内容 の 分

展 考察 してい る。 析
・タ ラスの戦い を契機 に、西 アジ 資 ・白地図で紙の伝播の様子を適切 ・ワー クシー トへ の取組 み

ア、 ヨー ロ ッパへ紙が伝播 した に表現 している. の観察

ことを白地図の作業を通 して理 知 ・作業を通して絹の道が紙の道で ・ワー ク シー トの内容 の確

梶す丙・
・抄 紙機(紙 す き機械)の 写真 、 関

もあった ことを理解 してい る。
・抄紙機の構造 、 しくみに関心を

認

構 造図を見 なが ら、 ヨー ロ ッパ も っ て い る。

における製紙技術の発展(機 械 思 ・紙の需要を急増 させた理由にっ ・ワー クシー トの 内容 の分

化)や 木材パルプの原料化によ いて考察 している。 析
り、大量生産が可能 になったこ 関 ・原材料(ポ ロ)不 足 か らエ ジプ ト

とを理解す る。また、それが 「洋 の ミイラに巻かれた布が輸入さ

紙」として明治期の 口本に伝播 れた こ とに関心を もってい る、

した ことを理解す る。 知 ・材料不足解消のため、木材が製 ・ワー ク シー トの 内容 の確

紙原料 として開発 されたことを 認
理解 してい る。

・身 の回 りには どの よ うな紙 があ 関 ・身 の 回 りに あ る紙 につ い て興 ・発問に対す る生徒の発言

るか挙げ てみ る. 味 、関心を もってい る。 の観察
・様 々な種類の紙の実物 を見 て、 知 ・紙の 三つの用途(記 録す る、包 ・ワー ク シー トの 内容 の確

用途を理解する。 む、拭 く)を 理解 し、その重要 認

性 を認識 している。
・資 料か ら 日本が紙の生産 、消費 思 ・資料 から生産 ・消費が急増 した ・ワー クシー トの内容 の分

大 国であ るこ とを理解 し、そ の 理由 を考察 してい る。 析
理由を考察する。
・製紙原料の構成比を理解する。 知 ・国産パルプでも原料の木材チッ ・ワー ク シー トの内容 の確

プは輸入が多いことを理解 して 認
開 い る。

・木材 チ ップ ・パルプの輸入状祝 資 ・白地図に輸入状況や輸入相手国 ・ワー クシー トへ の取 組 み

と輸入相手国を調べ、白地図に を適切に表現 している。 の観察

記入す る。 知 ・作業 を通 してオー ス トラ リアや ・ワー クシー トの内容 の分

アメ リカが主な輸入相手国であ 析
ることを理解 している。

・輸入木材チップがどのような森 知 ・木材チップほ広葉樹の天然林か ・ワー クシー トの内容 の確

か ら得 られてい るのか理解す ら作 られていることを理解す 認
る 。 る 。

・タスマ ニア島 とチ リでの森林伐 知 ・タスマニア島とチ リでの森林伐 ・ワー クシー トの内容 の確

擦の現状を資料から理解す る。 採 の現状にっいて理解 してい 認
る,

・森林伐採によ り引き起こされ る 思 ・資料を適切に読み取 り、森林伐 ・ワー クシー トの内容 の分

問題について考察する。 採の課題を考察 している。 析
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・日本が原料の木材チ ップを輸入 思 ・目本の原料チップの輸入の理由 ・発問に対す る生徒の発言

している理由を考察する。 を考察 している。 の分析 と ワー クシー トの

内容の分析
・森林伐採による自然破壊の問題 思 ・課題解決のための方策を考察で ・発 問に対す る生徒の発言

を解決するための方策を考察す きてい る。 の分析 と ワー クシー トの

内甕の分折一毒 編
」の史料文を鍬 平 資 ・史料 を適切 に読み取 ってい る、 ・ワー ク シー トの 内容 の確

安時代にも紙は再生利用 されて 知 ・平安時代にも紙は再生利用され 認
いた ことを理解 す る。 ていた ことを理解 して いる。 ・ワー ク シー トの内容 の確

認
・和紙 の紙すきの技法(流 しす 関 ・伝統工芸の和紙作 りに関心をも ・ワー クシー トの 内容 の確

き)のVTRを 見 る。 っ て い る。 認
・浅 草紙(ト イ レッ トペーパー)を 知 ・江戸時代には商品経済の発達に ・ワー クシー トの 内容 の確

は じめ、江戸時代には再生利用 伴 って、傘や ろ うそ くな どの再 認
され ていた ものがあった こ とを 生利用を仕事とする人々が存在

展 理解する. し、 リサイクル社会が形成され

ていたことを理解 してい る。
・現在 、古紙が回 収されて、 どの 知 ・古紙回収についての資料を読み ・発問に対する生徒の発言

ようなものに再生利用されてい 取 り、 どのよ うな ものに再生利 の分析 とワー ク シー トの

るかを理解する。 用 されているかを理解 してい 内容の確認

る 。

・資料から日本の古紙の再生利用 知 ・資料 を読み取 り、再生利 用に も ・ワー クシー トの内 容の確

率が世界でもトップクラスであ 限界 があることを理解 してい 認
るこ とを理解す る。一方、古紙 る 。

の価格の資料から再生利用にも

限界があることを理解する。
・recyc1ε(再 生 利 用)だ け で は 思 ・お互 いに意見 を出 し合 うことで ・ワー クシー トの内 容 の分

開 限界 があ ることを踏 まえて、他 recyclε(再 生利 用)以 外 の解 析 と生徒の発言の観察
の方策についてグループ討議を 決策を考察 している。

行 う.

・ ドイ ツ で のreduce(削 減) 、reuse 知 ・循環型社会について理解 してい ・ワー クシー トの 内容 の確

(再利用)の 取組 についての る 。 認
VTRを 視聴 し、 日本の大量生

産 、消費 、廃棄 の社会 を見っめ

直す きっかけ とす る.

ま ・「紙 につ いて学 んで 自分は どの 思 ・循環型社会に向けて今後の日本 ・ワー クシー トの 内容 の分

と ような行動がとれるのか」をワ の在 り方について考察 してい 析 と自己評価票の内容 分
め 一 クシー トに記入 し、今後の 日 る 。 析
本の取組について考察する。

4評 価 結 果 を踏 ま えた 指 導 方 法 の 検 討 及 び そ の考 察

評価方法については、①生徒の発言の観察、②資史料の読み取 り作業の観察 と内容分析、③ワークシー

トの内容分析、④ 自己評価票の内容分析の4点 を用い、それぞれの学習活動において評価規準と評価計画

に したがって行 った。

検証授業の結果か ら考察できることとしては、第1時 限にお ける実際の授業では、身近な トイ レッ トペ
ーパーの膨大な消費量に驚きと関心を示 し、本時の展開に対す る興味を引き出すことができた。また、白

地図作業を通 じて、紙の伝播の様子を把握するだけでなく、「シルクロー ド」とい う多 くの生徒の既存の知

識 との一体化により、ユーラシア大陸における請地城世界の交流やネ ッ トワークの存在を再確認す ること

ができた。 しか し、近代的製紙産業の成立の背景となる紙の需要の急増理 由については、与えられた資料

か ら読み取 るのに苦労す る生徒が多かった.基 礎的 ・基本的な内容の確実な理餌の上に立った計画の必要

性、及び資料活用における教師の適切な助言の必要がある.

第2時 限における授業では、身近な紙が多 くの種類からな り、生活に深 く関わっていることについて興

味、関心を引き出すことができた。資料か らの読み取 りや白地図作業な どは、主体的な学習 として 自分で

調べ、結果 を判別するので効果があったよ うだ。 しか し、作業の進度が個々の生徒で差が出て しまい、そ

の進度 を調整す るのが今後の検討課題 といえよう。森林伐採の問題が自分たちの生活に深 く関わ り、多 く
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の犠牲の下に自分たちの今の生活が成 り立づていることに生徒は驚き、次の循環型社会を考えるきっかけ

になったと考える。

第3時 限における授業では、第1・2時 限の授業を通 して生徒が紙に関 して興味 ・関心が深まっていた

ので、和紙の流 しすき方法についても興味を一層深めることができた。江戸時代が再生利用主体の社会 で

あったことについては、ほとん どの生徒が初めて聞く話であった。通常の通史学習では触れることのない

近世杜会を新たな側面から知 ることで、多面的 ・多角的な視点から学ぶ ことができた。資料の読み取 りを

通 して、古紙の回収だけに頼 るだけでは不十分であると認識を深 めることができたが、循環型社会へ転換

するための課題を出し合 うことには時間がかかった。 ドイツでの取組 を扱ったVTRを 視聴 して、日本 と

の環境に対 しての取組の違いを認識 し、 リサイクル以外の解決策 を考えることができた.紙 の歴史を踏ま

えて、 さらに現在の森林伐採などを通 じて循環型社会に向けて今後の 日本の在 り方について考察 したこと

は、生徒自らが社会の変化に対応するカをはぐくむことにつなげることができたと言える。

全般 を通 じて、ワークシー トについては、授業の流れが分か りやすいよう工夫 し、生徒 自らが作業内容

や記述内容を確認す ることにより、授業の中で何を理解 し、考察 したらよいのか分かるように作成した。

授業終 了ごとにワークシー トは回収 し、・生徒の取組姿勢や記述内容を分析 した。 自己評価票について も授

業 ごとに行い、それぞれの評価規準 とリンクした質問事項を生徒にA・B・Cの 三段階で記入してもらっ

た。そ して、この自己評価票を通 して、生徒が1時 間の授業の中で、何を学び、何を得たのかを自ら評価

し、目標 に到達できたかどうかを分析 した。それ らの分析結果の状況に応 じて生徒がも う少 し努力を要す

る場合 には、以下のような努力を要す る状況になったときの手だてを行った.ま た、生徒が評価規準に到

達 していると判断 した揚合には、以下のような発展的な学習への手だてを行い、より広く深い理解と考察

を求めた。

・ユーラシアの諸地域世界の交流を理解できる基

本的なワークシー トを与え、個別指導で対応す

る。
・ルネサンスや宗教革命の流れを理解できる基本

的なワークシー トを与え、個別指導で対応する。
・統計資料の読み方や白地図作業の方法を個別に

指導 し、その結果か ら得られることをワークシ
ー トを用い対応する.
・古代か ら近世にかけての時代の流れが理解でき

るようなワークシー トを与え、個別指導で対応

る

・紙 の博物館(北 区王子)な どを利 用 して、 日本 の

和紙 の歴 史につ いて調べ るよ う促す。
・日本 にお けるA判 .B判2種 類の紙 のサイ ズの

併 存理 由について 、文献 等を利 用 して調べ るよ

う促す。
・オー ス トラ リアや チ リ以外に も森林伐 採 で問題

にな って い る ところはないかイ ンターネ ッ トや

文 献資料 で調べ る よう促す。
・江戸時代 の紙 の文化 に関 して瓦版や 浮世絵 につ

いてイ ン ターネ ッ ト等を活用 し、調 べる よ う促

さらに、生徒による授業評価も各時限ごとに行い、その内容か ら次のような授業改善の方策を試みた.

本指導案は、第1～3時 限の各授業の最後にワークシー トによる自らの考察 ・意見をま とめる作業を設定

したが、第1・2時 限終了時の生徒の授業評価の中には、他の生徒の意見や考えを知 りたい という要望が

多 く寄せ られた。そこで、生徒の考察 ・意見を集約 したプ リン トを作成 ・配布 し、他の生徒の考えに触れ

させ、よ り深い理解、さらなる考察を促す材料 として利用 してみることに した。第3時 限のまとめ として

の考察については、一応ここで本指導案の展開は終わ りとなっているが、さらにもう1時 限追加する形で、

生徒の考察 ・意見を集約 したプリン トを教材 として、生徒 に意見交換を行わせた,追 加授業後に提出を求

めたワークシー トや生徒の授業評価の内容を分析す ると、他の生徒の意見に触れ、よ り広い視野に立った

意見を形成 していった様子都伺え、生徒同士の学び合いの効果があったと判断できた(下 の生徒の意見参

照)。生徒の意見交換 をさらに活発に してゆくために、グループ討議やデ ィベー トなど各学校に即 した授業

形態を工夫 していくことが必要であり、今後の課題としていきたい。

〈第3時 限のワークシートの考察 〉
・リサイ クル以外の他の方策について知 り、

.馨簾 窒箕三二鴛簾雛 噂
を減 らすことで森林資源を守っていきたい。

〈追加授業における意見交換後の考察〉
・資源問題は、 自分一人や 日本一国では解決で

きない問題であり、各国との国際協力によつ
て早急に取 り組んでいくべきだと思 う、
・互いの国の文化や生活、環境を尊重 しながら

紙 とつき合っていかなくてはいけないと思 う。
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